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「都産技研　音響試験・音響技術支援の紹介
（光音技術グループ）」
https://youtu.be/dTBtUxedXGw

本記事に関連した記事を下記ページでご視聴いただけます。

図1　収録した音のシミュレート例
周波数（縦軸）と音圧レベル（横軸）の関係をスペクトログラムで表示。黒色部分は音を削除した部分。

表1　代表的な音質評価指標
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騒音レベルよりも人の感覚に近い音の大きさを評
価可能。音の大きさを比較するときに有効。
高い音の成分が多いと値が大きくなる。値が大きい
と煩わしく感じることが多い。
カチカチ、カタカタ等の音により感じる音の粗さ感
を評価可能。
うなりのように音の大きさがゆっくりと変動する音
の変動感を評価可能。
ピー、キーンなどの音により感じる純音感を評価可
能。値が大きいと煩わしく感じることが多い。

　心理音響分析システムは、バイノーラルマイク（耳位置
取付けマイク）を使い、実際の聴感に近い環境で音を収録
することで、人の感覚を考慮した音の分析や評価ができ
る装置です。音質評価指標を用いた製品音評価や“音の
良さ”を付加価値とする製品開発に最適です。

音質、心理音響、ラウドネス、シャープネス、ラフネス、
変動強度、Tone to noise ratio、音質評価指標、心理
音響評価量

　特定の音を聞いたときに “心地よい” と感じたり、逆に “気
になる” と感じたことは誰しも経験があると思います。これは
自然界の音や音楽に限らず、家電製品や車などさまざまな製
品から発する音にも言えることであり、製品から発する音の印
象は製品価値を左右します。
　近年、製品音の印象改善手法として「人の感覚を考慮した製
品のサウンドデザイン」が着目されています。例えば、音量は小
さくても不快に感じる音を改善したり、 “高級感のある音”、“力
強い音” のように製品の
印象を向上させる音づく
りをすることで、競争力
の高い製品の開発が可能
となります。
　しかし、ある音が “どの
程度心地よい音か（気に
なる音か）” といった音質
の客観的な評価は難し
く、従来の騒音レベル測
定や周波数分析などの音
響分析だけでは効果的な
サウンドデザインができ
ていないのが現状です。
　そこで本記事では、サ
ウンドデザインによる製
品開発を支援するため
の、人の感覚を考慮した
音の分析や評価が可能な
「心理音響分析システム」
についてご紹介します。
　本システムでは、次のこ
とが実施可能です。

　人の耳位置にマイクロホンが設置されている機器です。これ
により、実際に人が聞く音を収録して分析することが可能とな
ります。
　また、収録した音の大きさや高さを分析して、容易に音の一
部分だけを聴取したり、その音だけ削除した音を聴取すること
ができます。これにより、不快な音がどこにあるか、その音をど
の程度小さくすれば快適な音になるかを直感的にシミュレート
することができます。

音の“快”、“不快”の定量評価に向けた支援機器 バイノーラル収録と音質シミュレーション

音質評価指標（心理音響評価量）の算出
　一般的に製品音は、騒音レベルと呼ばれる評価量によって表
されます。「動作音○○dB（デシベル）」という表現で広く用い
られており、値の小さな製品ほど静かな製品とされています。
　しかし、騒音レベルが小さくても “気になる”、“不快” に感じ
る場合があります。これは、騒音レベルでは音の “高さ” や “時
間変動性” などによる音質の違いを表現できないためです。
　そこで、人が感じる音に対する印象の違いを評価する指標
の一つとして、音の物理的な特徴から印象を予測して数値化す
る音質評価指標（表1）という評価量が提案されており、本シス
テムでは各種の音質評価指標を算出することができます。
　例えば、“甲高く耳障りな音” をシャープネスで評価、“うなっ
て聞こえる不快音” を変動強度で評価することにより、製品音
の特徴やその程度を数値として定量的に捉えることができ、
改善すべき音の特徴や対策方法が明確になります。
　心理音響評価量を活用することにより、従来の騒音レベルを
小さくする静音化対策だけではなく、“音量は変わらなくても気
にならない音にする” といった新たな対策方法や、その音があ
ることで “心地よく感じる”、“高級感を感じる” といった快音化
による製品の付加価値を向上させる製品開発が期待できます。

　図2に示す例のように、音の高さごとの音量感（スペシフィッ
クラウドネス）や、音の粗さ感（ラフネス）によって、音質を多面
的に評価することができます。

お問い合わせ 光音技術グループ＜本部＞ TEL 03-5530-2580
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項目 仕様

型番
フロントエンド：SQobold

バイノーラルヘッドセット：BHS2
分析ソフトウェア：ArtemiS

心理音響分析機能 ラウドネス、シャープネス、ラフネス、
変動強度、Tone to noise ratio など

その他音響分析機能 オクターブ分析、FFT分析、
ウェーブレット分析 など

音質シミュレーション
（フィルタリング）機能 ハイパス、ローパス、バンドカット/ブースト

バイノーラル録音装置 バイノーラルマイク（耳位置取付けマイク）に
よる実際の聴感に近い環境での収録

主な仕様 料金表

依頼試験料金 中小企業 一般

機器および装置の音響特性試験
（音圧・騒音レベル、心理音響評価量測定）
1測定につき

3,620円 5,040円

2測定目以降 1,510円 3,030円

図2　音質評価指標算出結果の一例
（上：スペシフィックラウドネス、中央：ラウドネスvs 時間、下：ラフネス vs 時間）


